
本
年
４
月
１６
日
、
大
阪
府
立
国
際
会
議
場
に
て

「
大
阪
の
結
核
―
そ
の
現
況
と
対
策
に
む
け
て
―
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
第
７５
回
日
本
結
核
病

学
会
総
会
の
主
催
に
よ
り
５
０
０
名
以
上
の
参
加
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
座
長
を
国
立
療

養
所
刀
根
山
病
院
長
の
小
倉
剛
先
生
、
大
阪
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
感
染
症
セ
ン
タ
ー
部
長
兼
大
阪
市

環
境
保
健
局
感
染
症
対
策
室
長
の
阪
上
賀
洋
先
生
が

務
め
、
第
１
部
講
演
、
第
２
部
総
合
討
論
の
２
部
構

成
で
進
め
ら
れ
た
。

講
演
１
「
結
核
と
は
」

国
立
療
養
所
刀
根
山
病
院
長

小
倉

剛

座
長
の
小
倉
院
長
は
「
結
核
と
は
ど
の
よ
う
な
病

気
か
」
概
論
を
述
べ
、
大
学
で
の
結
核
教
育
の
不
十

分
さ
と
医
師
に
診
断
能
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

現
状
を
訴
え
た
。

講
演
２
「
世
界
の
結
核
、
日
本
の
結
核
、
そ
し
て
大

阪
の
結
核
」

大
阪
大
学
医
学
部
講
師

高
鳥
毛
敏
雄

世
界
の
結
核
の
問
題
に
は
都
市
化
と
ス
ラ
ム
、
ア

フ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
の
複
合
感
染
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
、
先
進
国
で
も
ア
メ
リ
カ
で

１
９
８
０
年
代
に
結
核
が
再
興
し
て
お
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
東
欧
を
中
心
と
し
て
増
加
し
て
い
る
。

翻
っ
て
大
阪
の
結
核
は
、
８０
年
頃
か
ら
結
核
罹
患

率
が
減
少
し
て
お
ら
ず
、
新
登
録
患
者
の
う
ち
特
定

２
区
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
地
域
に
住
む
住
所
不
定
の
結
核
患
者
を
含
め
、
す

べ
て
の
結
核
患
者
は
治
療
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
た

め
、
福
祉
な
ど
と
連
携
を
取
り
Ｄ
Ｏ
Ｔ
な
ど
の
治
療

を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

講
演
３
「
専
門
医
の
立
場
か
ら
み
た
大
阪
の
結
核
の

特
徴
」

大
阪
府
立
羽
曳
野
病
院
第
一
内
科
部
長

高
嶋
哲
也

大
阪
の
結
核
の
特
徴
を
治
療
成
績
の
面
か
ら
見
る

と
、
再
治
療
例
は
全
国
６
・
３
％
に
対
し
て
大
阪
府

１７
・
６
％
、
大
阪
市
１１
・
８
％
と
高
い
。
治
療
成
功

率
が
全
国
８０
・
９
％
に
対
し
て
大
阪
府
は
８６
・
１
％

と
高
い
が
、
大
阪
市
は
７５
・
５
％
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

３
位
で
あ
り
、
脱
落
中
断
は
全
国
一
多
い
。
大
阪
府

の
治
療
成
績
に
は
地
域
格
差
が
大
き
い
こ
と
も
特
徴

で
あ
る
。

ま
た
、
初
回
耐
性
が
多
く
、
多
剤
耐
性
患
者
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
羽
曳
野
病
院
の
成
績
で
は
初
回
治

療
患
者
の
６
人
に
１
人
が
何
ら
か
の
薬
剤
に
耐
性
で

あ
っ
た
。

講
演
４
「
保
健
所
の
立
場
か
ら
み
た
大
阪
の
結
核
の

特
徴
」�

茨
木
市
医
師
会
副
会
長

辰
見
宣
夫

茨
木
市
の
特
徴
と
し
て
、
年
齢
階
級
別
結
核
罹
患

率
で
は
２０
代
と
５０
代
以
上
に
二
つ
の
山
が
見
ら
れ
る
。

高
齢
者
の
受
診
・
診
断
の
遅
れ
も
多
い
。
治
療
サ
ブ

ノ
ー
ト
を
使
っ
て
治
療
に
当
た
っ
て
い
る
。

�
保
健
婦
の
立
場
で

大
阪
市
環
境
保
健
局

感
染
症
対
策
室
予
防
課
主
査

有
馬
和
代

大
阪
市
で
は
今
年
度
か
ら
２４
保
健
所
が
統
合
し
大

阪
市
保
健
所
の
１
保
健
所
体
制
と
な
っ
た
。
ま
た
、

保
健
所
別
の
罹
患
率
ワ
ー
ス
ト
１０
に
大
阪
市
内
の
保

健
所
が
９７
年
は
５
保
健
所
、
９８
年
は
７
保
健
所
入
っ

た
。
大
阪
市
全
体
の
行
旅
患
者
の
割
合
は
９７
年
に

２０
・
７
％
だ
っ
た
の
が
９８
年
に
は
２３
・
７
％
と
増
加

し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
大
阪
市
で
は
昨
年
１１
月
か
ら
行
旅
患
者

を
対
象
に
あ
い
り
ん
で
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
始
め
て
い
る
が
、

患
者
に「
役
所
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」

と
言
わ
れ
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
に
は
人
間
的
な
つ
な
が
り
が

第
一
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
な
お
、
大
阪

市
は
保
健
婦
の
患
者
本
人
面
接
１
０
０
％
を
目
標
に

保
健
婦
の
活
動
を
強
化
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

講
演
５
「
な
ぜ
大
阪
で
は
結
核
が
減
ら
な
い
の
か
」

結
核
予
防
会
大
阪
府
支
部
結
核
研
究
所
顧
問

亀
田
和
彦

大阪の結核
―その現況と

対策にむけて―
～よっしゃ やりまひょ まかしとき～

４月１６日／

大阪府立国際会議場（大阪市）
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な
ぜ
大
阪
の
結
核
が
減
ら
な
い
か
を
考
え
て
み
る

と
以
下
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
�１
社
会
経
済
的
弱

者
を
含
め
多
様
な
人
々
が
出
入
り
し
や
す
い
社
会
的

背
景
―
市
の
人
口
２
６
０
万
人
の
う
ち
１
日
の
流
動

人
口
は
１
３
０
万
人
で
あ
る
。
大
都
市
の
結
核
は
住

所
不
定
者
よ
り
も
む
し
ろ
飯
場
を
転
々
と
す
る
４０
〜

５０
代
男
性
に
多
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
�２
一
般
市

民
の
性
格
と
し
て
、
商
人
の
町
大
阪
の
人
々
は
、
形

に
と
ら
わ
れ
ず
損
得
で
物
事
を
決
め
る
、
健
康
に
気

を
遣
わ
な
い
、
続
け
て
物
事
が
で
き
な
い
、
決
ま
り

事
を
守
ら
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
―
一
般
市
民

の
治
療
中
断
率
は
７
％
（
全
国
４
％
）、
住
民
検
診

受
診
率
は
た
っ
た
４
・
５
％
で
あ
る
。
�３
行
政
シ
ス

テ
ム
の
問
題
―
市
内
の
公
的
結
核
病
院
が
少
な
い
。

他
の
地
域
と
の
連
携
不
足
。

講
演
６
「
新
し
い
結
核
対
策

都
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
の
試
み
」

結
核
研
究
所
国
際
協
力
部
長

下
内

昭

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
は
都
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｏ
Ｔ

が
成
功
し
て
い
る
。
日
本
で
も
大
阪
市
を
は
じ
め
何

カ
所
か
で
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
住
所
不

定
者
等
に
対
し
、
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

試
み
ら
れ
て
い
る
入
院
中
の
Ｄ
Ｏ
Ｔ
の
実
施
や
宿
泊

場
所
の
確
保
も
有
効
な
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、

退
院
後
の
管
理
や
医
療
、
保
健
所
、
福
祉
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
が
結
核
制
圧
に
責
任

あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
年
１
回
で
も
全
管
内

保
健
所
の
報
告
会
を
行
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

講
演
７
「
行
政
面
か
ら
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」

�
大
阪
府
保
健
衛
生
部
保
健
予
防
課

感
染
症
対
策
室
長

一
居

誠

大
阪
府
で
は
こ
れ
ま
で
特
対
で
専
門
医
育
成
、
集

団
感
染
対
策
援
助
チ
ー
ム
の
組
織
、
院
内
感
染
対
策

講
習
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
大
阪
府
独
自
の

対
策
と
し
て
は
、
小
規
模
零
細
企
業
の
検
診
受
診
率

が
低
い
こ
と
を
考
慮
し
、
従
業
員
２０
人
未
満
の
企
業

を
対
象
に
調
査
や
街
頭
検
診
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
阪
市
、
堺
市
、
東
大
阪
市
と
の
連
携
強

化
も
課
題
で
あ
る
。

�
大
阪
市
環
境
保
健
局
感
染
症
対
策
室
保
健
主
幹

巽

陽
一

大
阪
市
で
は
大
阪
市
版
ス
ト
ッ
プ
結
核
作
戦
を
立

ち
上
げ
、
１０
年
間
で
罹
患
率
半
減
、
塗
抹
陽
性
罹
患

率
の
半
減
、
小
児
結
核
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
て
い
る
。

現
在
市
内
全
結
核
患
者
２
７
０
０
人
の
分
析
を
行
っ

て
お
り
、
行
旅
患
者
が
多
い
と
い
う
問
題
に
対
し
て

は
あ
い
り
ん
で
の
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
、
越
年
検
診
を
実
施
し

て
い
る
。

第
２
部

総
合
討
論

総
合
討
論
で
は
大
阪
市
保
健
所
の
統
合
に
つ
い
て
、

住
民
検
診
の
受
診
率
の
低
さ
、
大
阪
市
内
の
菌
陽
性

患
者
収
容
病
院
や
透
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
結
核
患

者
収
容
病
院
の
確
保
、
医
師
の
診
断
ミ
ス
な
ど
に
つ

い
て
質
問
・
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
に
関
し
て
は
以
前
か
ら
東
京
都

山
谷
地
区
で
実
施
し
て

い
る
渋
谷
診
療
所
今
村

名
誉
所
長
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
あ
い
り
ん

の
住
所
不
定
者
を
支
援

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
者
な
ど
か
ら

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

そ
う
い
っ
た
意
見
も
取

り
入
れ
な
が
ら
関
係
者

が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

進
め
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
回
の
結
核
病
学
会
総
会
の
会
長
で
あ

る
大
阪
府
立
羽
曳
野
病
院
露
口
院
長
か
ら
、
大
阪
府

内
の
医
療
機
関
を
整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
患

者
発
見
か
ら
治
療
ま
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

大
阪
市
と
大
阪
府
、
保
健
所
と
病
院
、
診
療
所
、
他

の
保
健
所
、
ま
た
、
看
護
婦
と
保
健
婦
の
間
で
そ
れ

ぞ
れ
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

た
。ま

た
、
ま
と
め
の
言
葉
と
し
て
「
よ
っ
し
ゃ

や

り
ま
ひ
ょ

ま
か
し
と
き
」
と
大
阪
弁
で
結
核
対
策

へ
の
決
意
を
述
べ
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
う
ち
に

こ
の
会
議
は
幕
を
閉
じ
た
。

文
責

編
集
部
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